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簡 便

簡 便

先 端 確 認 が 可 能

交 換 時 は 簡 便

胃 以 外 の 器 官 で も 聴 取 可

吸 引 で き な い こ と も あ る 、
制 酸 剤 投 与 中 は 酸 性 に な ら な い こ と も あ る

夜 間 ・ 休 日 な ど は 医 師 や 放 射 線 技 師 が い な い 、 設 備 が な い 施 設 も あ る

計 画 外 抜 去 で は 不 可

c a s e.1 胃 管 挿 入
経 管 栄 養 の た め 看 護 師 が 胃 管 を 挿 入 し 、 空 気 を 注 入 し て 気 泡 音 を 確 認 し ま し た 。

こ れ で 栄 養 剤 を 注 入 し て も 良 い の で し ょ う か 。

通 常 、 気 道 の 入 口 で あ る 「 喉 頭 」 は 呼 吸 す る た め に 開 い た 状 態 な

の で 、 嚥 下 を し な い と 下 咽 頭 が 開 か ず 挿 入 が 難 し く な り ま す 。 そ

の た め 、 嚥 下 障 害 が あ る 患 者 や 意 思 疎 通 が 図 れ な い 患 者 の 場

合 、 胃 管 が 気 道 に 入 る リ ス ク が 大 き く な り ま す 。 胃 管 挿 入 時 の 体

位 は 、 仰 臥 位 だ と 喉 頭 の 重 み で 下 咽 頭 の 隙 間 が な く な り 胃 管 が

挿 入 し に く い た め 、 で き る だ け 坐 位 か 半 坐 位 が 良 い で し ょ う 。

日 本 医 療 安 全 調 査 機 構 の 「 医 療 事 故 の 再 発 防 止 に 向 け た 提 言 第 6 号 」 で は 、 『 比 較 的 確 実 性 が 高 い と さ れ

る X 線 や P H 測 定 を 含 め た 複 数 の 方 法 で 確 認 す る 』 こ と が 示 唆 さ れ て い ま す 。

「 医 療 事 故 の 再 発 防 止 に 向 け た 提 言  第 6 号 」 で は 、 胃 管 が 胃

内 に 入 っ て い る こ と が 確 認 で き れ ば 、 い き な り 栄 養 剤 を 投 与

す る の で な く 、 昼 間 の 時 間 帯 に ５ ０ ～ １ ０ ０ ｍ ｌ 程 度 の 水 を 注

入 し 、 呼 吸 や バ イ タ ル サ イ ン を 観 察 す る こ と も 重 要 と し て い

ま す 。 挿 入 手 技 だ け で な く 、 挿 入 前 の リ ス ク 評 価 や 挿 入 後 の

観 察 や 管 理 も 重 要 な の で す。

転 倒
左 大 腿 骨 頸 部 骨 折 で 入 院 し た 、 軽 度 の 認 知 症 が あ る 後 期 高 齢 男 性 。 あ な た が 他 患 者 の ナ ー ス

コ ー ル に 対 応 し  よ う と 病 室 に 向 か っ て い る 時 、 こ の 患 者 が 一 人 で 廊 下 を 歩 き 転 倒 し ま し た 。

日 常 も し く は 嚥 下 困 難 時 と 嚥 下 時 の 喉 頭 の 違 い

胃 管 挿 入 か ら 初 回 栄 養 剤 投 与 ま で の フ ロ ー チ ャ ー ト

医 療 行 為 に 関 す る 争 点

結 果 に 関 す る 争 点

理 学 療 法 士 と 連 携 し 、 効 果 を 上 げ た 病 院 の 取 り 組 み 例

詳 細 は こ ち ら か ら
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下 咽 頭 は 閉 じ た 状 態
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❷
気 道 の 入 口 で あ る 喉 頭 は
呼 吸 の た め 開 い た 状 態

❶
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嚥 下 時 、 喉 頭 蓋 が
下 が っ て 気 道 が 閉 じ る

嚥 下 時 、 下 咽 頭 が 開 く喉 頭 が
前 上 方 に
移 動 す る

❶

❷

※ 1 ： 胃 管 挿 入 時 の 位
置 確 認 は 、 X 線 や p H 測
定 を 含 め た 複 数 の 方
法 で 実 施 す る こ と 。

※ 2 ： 栄 養 剤 投 与 前 は 、
胃 内 容 物 の 吸 引 や p H
測 定 な ど で 位 置 確 認
を 実 施 す る こ と 。
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C h e c k !
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※ 2
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機 能 ・  基 本 動 作

見 守 り 隊 の 導 入

談 話 室 の 見 守 り を 1 6 時 〜 1 7 時 の 間 は 事 務 員 、 薬 剤 師 、 レ ン ト ゲ ン 技 師 、 検 査

技 師 、 管 理 栄 養 士 、 相 談 員 が 実 施 。 1 7 時 〜 1 7 時 3 0 分 の 間 は リ ハ ビ リ ス タ ッ フ

が 実 施 す る 。

導 入 後 の 談 話 室 で の 転 倒 転 落 ・ ・ ・ 「 0 件 」

0 7   |  O s a k a N u r si n g A s s o ci ati o n N e w s O s a k a N u r si n g A s s o ci ati o n N e w s   |  0 8

k a n g o d a y ori _ v ol 1 5 2.i n d d   8k a n g o d a y ori _ v ol 1 5 2.i n d d   8 2 0 2 3/ 1 1/ 0 9   1 8: 2 02 0 2 3/ 1 1/ 0 9   1 8: 2 0



？
医 療 安 全  通 信医 療 安 全 対 策 委 員 会

簡 便

簡 便

先 端 確 認 が 可 能

交 換 時 は 簡 便

胃 以 外 の 器 官 で も 聴 取 可

吸 引 で き な い こ と も あ る 、
制 酸 剤 投 与 中 は 酸 性 に な ら な い こ と も あ る

夜 間 ・ 休 日 な ど は 医 師 や 放 射 線 技 師 が い な い 、 設 備 が な い 施 設 も あ る

計 画 外 抜 去 で は 不 可

c a s e.1 胃 管 挿 入
経 管 栄 養 の た め 看 護 師 が 胃 管 を 挿 入 し 、 空 気 を 注 入 し て 気 泡 音 を 確 認 し ま し た 。

こ れ で 栄 養 剤 を 注 入 し て も 良 い の で し ょ う か 。

通 常 、 気 道 の 入 口 で あ る 「 喉 頭 」 は 呼 吸 す る た め に 開 い た 状 態 な

の で 、 嚥 下 を し な い と 下 咽 頭 が 開 か ず 挿 入 が 難 し く な り ま す 。 そ

の た め 、 嚥 下 障 害 が あ る 患 者 や 意 思 疎 通 が 図 れ な い 患 者 の 場

合 、 胃 管 が 気 道 に 入 る リ ス ク が 大 き く な り ま す 。 胃 管 挿 入 時 の 体

位 は 、 仰 臥 位 だ と 喉 頭 の 重 み で 下 咽 頭 の 隙 間 が な く な り 胃 管 が

挿 入 し に く い た め 、 で き る だ け 坐 位 か 半 坐 位 が 良 い で し ょ う 。

日 本 医 療 安 全 調 査 機 構 の 「 医 療 事 故 の 再 発 防 止 に 向 け た 提 言 第 6 号 」 で は 、 『 比 較 的 確 実 性 が 高 い と さ れ

る X 線 や P H 測 定 を 含 め た 複 数 の 方 法 で 確 認 す る 』 こ と が 示 唆 さ れ て い ま す 。

「 医 療 事 故 の 再 発 防 止 に 向 け た 提 言  第 6 号 」 で は 、 胃 管 が 胃

内 に 入 っ て い る こ と が 確 認 で き れ ば 、 い き な り 栄 養 剤 を 投 与

す る の で な く 、 昼 間 の 時 間 帯 に ５ ０ ～ １ ０ ０ ｍ ｌ 程 度 の 水 を 注

入 し 、 呼 吸 や バ イ タ ル サ イ ン を 観 察 す る こ と も 重 要 と し て い

ま す 。 挿 入 手 技 だ け で な く 、 挿 入 前 の リ ス ク 評 価 や 挿 入 後 の

観 察 や 管 理 も 重 要 な の で す。

転 倒
左 大 腿 骨 頸 部 骨 折 で 入 院 し た 、 軽 度 の 認 知 症 が あ る 後 期 高 齢 男 性 。 あ な た が 他 患 者 の ナ ー ス

コ ー ル に 対 応 し  よ う と 病 室 に 向 か っ て い る 時 、 こ の 患 者 が 一 人 で 廊 下 を 歩 き 転 倒 し ま し た 。

日 常 も し く は 嚥 下 困 難 時 と 嚥 下 時 の 喉 頭 の 違 い

胃 管 挿 入 か ら 初 回 栄 養 剤 投 与 ま で の フ ロ ー チ ャ ー ト

医 療 行 為 に 関 す る 争 点

結 果 に 関 す る 争 点

理 学 療 法 士 と 連 携 し 、 効 果 を 上 げ た 病 院 の 取 り 組 み 例

詳 細 は こ ち ら か ら

喉 頭 蓋

気 道
❷

食 道

輪 状 咽 頭 筋

❶

通 常 、 食 道 の 入 口 で あ る
下 咽 頭 は 閉 じ た 状 態

❶

❷
気 道 の 入 口 で あ る 喉 頭 は
呼 吸 の た め 開 い た 状 態

❶

❷

嚥 下 時 、 喉 頭 蓋 が
下 が っ て 気 道 が 閉 じ る

嚥 下 時 、 下 咽 頭 が 開 く喉 頭 が
前 上 方 に
移 動 す る

❶

❷

※ 1 ： 胃 管 挿 入 時 の 位
置 確 認 は 、 X 線 や p H 測
定 を 含 め た 複 数 の 方
法 で 実 施 す る こ と 。

※ 2 ： 栄 養 剤 投 与 前 は 、
胃 内 容 物 の 吸 引 や p H
測 定 な ど で 位 置 確 認
を 実 施 す る こ と 。

リ ス ク の 評 価

X 線 透 視 ・ 喉 頭 内 視 鏡 な ど で
観 察 し な が ら 胃 管 挿 入

X 線 で 位 置 確 認
※ ス タ イ レ ッ ト 付 き 胃 管 な ど を

使 用 し た 場 合 は 造 影

水 （ 5 0 〜 1 0 0 ml 程 度 ） を 投 与 し て 状 態 観 察
※ 日 中 の 開 始 が 望 ま し い

栄 養 剤 投 与 の 継 続 投 与 中 止

先 端 の 位 置 確 認
適 切 な 処 置

初 回 栄 養 剤 を 投 与 し て 状 態 観 察
※ 日 中 の 開 始 が 望 ま し い

原 因 検 索
X 線 ・ 血 液 検 査 な ど

p h 測 定 で
位 置 確 認

胃 管 挿 入

高 度

な か な か
入 ら な い

p H 5. 5
以 上

p H 5. 5 未 満

呼 吸 状 態
バ イ タ ル サ イ ン 変 化 な し

呼 吸 状 態
バ イ タ ル サ イ ン
変 化 な し

呼 吸 状 態
バ イ タ ル サ イ ン
変 化 あ り

先 端 が 胃 内

嚥 下 障 害 、 意 思 疎 通 困 難 、

身 体 変 形 、 挿 入 困 難 歴 な ど
な し o r 軽 度

X 線 撮 影 が で き な い  X 線 撮 影 が で き る

先 端 が 胃 外

呼 吸 状 態
バ イ タ ル
サ イ ン
変 化 あ り

メ リ ッ ト デ メ リ ッ ト方 法

気 泡 音 聴 取

内 容 物 吸 引
P H 測 定

X 線 撮 影

色 素 法 ※

施 設 の マ ニ ュ ア ル は 大 丈 夫 ？

看 護 師 に よ る 挿 入 の 実 施 基 準 や 除 外 基 準 は あ る ？

イ ン シ デ ン ト レ ポ ー ト や ラ ウ ン ド に よ り 、
実 態 把 握 を さ れ て い る ？

経 管 栄 養 が 4 週 間 以 上 に わ た る 場 合 は
胃 瘻 の 検 討 等 は さ れ て る ？

術 後 は パ ス 通 り 、 転 倒 転 落 ア  セ  ス  メ ン ト ス  コ  ア  は 入 院 時 ：1 3 点 、 術 後 1 0 日 目 ：1 7 点 。 移 動 は 「 見 守 り で 歩 行 可 」 の 指 示 。

寝 た き り 防 止 の た め に 離 床 や 歩 行 を 促 す こ と で 、 一 定 頻 度 で 発 生 す る 可 能 性 が 高 く な る こ と か ら 、 転 倒 防 止 に は

限 界 も あ る こ と を 、 患 者 ・ 家 族 と 共 有 し て お き ま し ょ う 。

転 倒 転 落 が 発 生 し や す い ベ ッ ド や 洗

面 台 周 囲 の 物 品 の 定 位 置 を 決 め 、

マ ー キ ン グ し た 。

昼 夜 の リ ハ ビ リ 指 示 や 個

別 の 注 意 事 項 を 皆 が 共

有 で  き る よ う 、 タ グ  を  作

り 、 杖 ・ 歩 行 器 ・ 手 押 し

車 ・ 車 い す な ど に 貼 っ た 。

法 的 責 任

過 失

説 明 義 務 違 反

考 え 方

医 療 機 関 に は 、 安 全 に 配 慮 す る 義 務 と 契 約 を
守 る 義 務 が あ り 、 こ れ を 怠 る と 過 失 と さ れ る

転 倒 防 止 対 策 を 実 施 し て も 、 高 齢 者 の 場 合 、
転 倒 は 一 定 の 頻 度 で 発 生 す る こ と が あ る

自 宅 で 転 倒 、 骨 折 、 認 知 症 、 高 齢 男 性 、 ハ イ ス コ ア に よ り 、 転 倒 ・
骨 折 の リ ス ク が 予 測 で き る 。 状 態 変 化 時 だ け で な く 、 治 療 薬 の 変
更 や 病 室 の 移 動 が あ っ た 時 な ど に も 評 価

離 床 行 動 の 把 握 や 、 排 泄 パ タ ー ン に 合 わ せ た ト イ レ 誘 導 、 緩 衝
防 具 の 着 用 な ど 、 看 護 プ ラ ン に 挙 げ た 対 策 の 実 践 と 評 価 。 プ ラ
ン ニ ン グ だ け で 実 践 し て い な い と 、 義 務 違 反 と 見 な さ れ る 可 能
性 が あ る 。 ま た 、 実 践 不 可 能 な 対 策 を 立 て て い な い か 見 直 す

ハ イ リ ス ク 患 者 の 場 合 、 他 職 種 と の カ ン フ ァ レ ン ス や 患 者 ・ 家
族 と 情 報 共 有 し 、 危 険 性 や 対 策 に つ い て 検 討

ア セ ス メ ン ト シ ー ト を も と に 、 転 倒 お よ び 骨 折 な ど の 受 傷 の 危
険 が あ る こ と を 説 明 し 、 理 解 と 同 意 を 得 る

対 応

法 的 責 任 考 え 方 対 応

立 案 し た 転 倒 防 止 対 策 の 実 施 と 評 価 、 記 録

転 倒 ・ 骨 折 の リ ス ク を 予 測 で き た か

転 倒 ・ 骨 折 を 防 ぐ こ と が で き る か 検 討 し た か

転 倒 骨 折 を 防 ぐ た め の 行 動 が で き た か 

予 見 可 能 性

回 避 可 能 性

回 避 義 務 違 反

P oi nt

P oi nt

P oi ntこ ん な と き 、 あ な た な ら ど う す る

C h e c k !

日 常 も し く は 嚥 下 困 難 時

嚥 下 時

「 入  院  時 ス ク  リ  ー ニ  ン グ

シ ー ト 」 に 『 リ ハ ビ リ テ ー

シ ョ ン 評 価 』 項 目 を 追 加

し 、 担 当 の 理 学 療 法 士

が 身 体 機 能 や 基 本 動 作

を 評 価 し た 。

担 当 者 が チ ェ ッ ク0 2

注 意 事 項 の 共 有0 3

引 継 ぎ 時 間 帯 は 、 他 職 種 に よ る 「 見 守 り 隊 」 が 、

談 話 室 の 患 者 を 見 守 り 、 看 護 師 と 連 携 し て 事 故

を 防 い だ 。

転 倒 転 落 に 関 す る イ ン シ デ ン ト

レ ポ ー ト は リ ハ ビ リ 部 部 長 も チ ェ ッ ク し 、

リ ハ ビ  リ プ  ロ グ ラ ム に 反 映
0 4

0 1 マ ー キ ン グ

※ 胃 管 交 換 の 場 合 、 抜 去 前 に 色 素 液 を 胃 内 に 注 入 し 、 交 換 後 に 吸 引 し て 確 認 す る 施 設 も あ り ま す 。

c a s e. 2

※ 1

※ 2

胃 管 挿 入 後 の

確 認 に は 、 主 に

こ れ ら の 方 法 が

あ り ま す 。

赤 字 ・ ・ ・ 昼 ／ 青 字 ・ ・ ・ 夜

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 評 価

機 能 ・  基 本 動 作

見 守 り 隊 の 導 入

談 話 室 の 見 守 り を 1 6 時 〜 1 7 時 の 間 は 事 務 員 、 薬 剤 師 、 レ ン ト ゲ ン 技 師 、 検 査

技 師 、 管 理 栄 養 士 、 相 談 員 が 実 施 。 1 7 時 〜 1 7 時 3 0 分 の 間 は リ ハ ビ リ ス タ ッ フ

が 実 施 す る 。

導 入 後 の 談 話 室 で の 転 倒 転 落 ・ ・ ・ 「 0 件 」

0 7   |  O s a k a N u r si n g A s s o ci ati o n N e w s O s a k a N u r si n g A s s o ci ati o n N e w s   |  0 8
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